








　柔道整復師の養成施設は 2000 年までは 14 校の専
門学校で、資格取得者は年間約 1,000 名であった。
2010 年には大学 7 校を含め約 100 校と増加、資格

































約 0.1mm のフイルム状センサーにより 8 点の圧力
を測定できる。厚さ1mmの緩衝材シート　発泡シー
ト （商品名　ミナフォーム）縦 460 mm ×横 1160 
mm を巻き直径 72㎜とし、750mm チューブ包帯（商
品名ストッキネット ALCARE 製）で包んだ。作成










The use of pressure sensor in practice of bandaging techniques.
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を「1. 良かった。2. まあ良かった。3. 普通。4. あま
り良くない。5. 良くない」の 5 段階の尺度で行った。
解析の方法
　圧センサー 8 点の平均を求めそれを固定圧とし、
Student の t 検定により群間内と両群間を比較した。
結果　
　実技時の教員の固定圧は 29.3 gf/cm2 であった。
対象者の 1 回目の固定圧は、I 群では 22.3 ± 8.1 gf/
cm2、C 群は 59.0 ± 56.9 gf/cm2 であり両群間で有
意差が見られた（p= 0.046）図 3。I 群は 1 回目と 2
回目（45.7 ± 22.7 gf/cm2）での固定圧で有意な差
が見られた（p=0.004）。C 群の 1 回目と 2 回目（29.8
± 11.5 gf/cm2）は有意な差が見られなかった（p= 






る包帯固定実技については C 群、I 群とも 100%（7
名、8 名）が良かった、まあ良かったと回答した。















差が見られたと考えられる。2 回目の実技では I 群
は教員のデータよりも数値が低かったため、それを
修正しようと強めに緊縛を行った結果、有意な差が








値にばらつきが多かったと考えられた。C 群に 1 回





























1. 良かった 2. まあ良かった 3. 普通 4. あまり良くない 5. 良くない
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圧センサーによる
包帯固定実技について
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